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イトーヨーカドー全店の会計レジおよびセブンマイルプログラムで実施 

「アフリカ 7 カ国・食料危機緊急支援」募金 2022年 9月 1日から開始 

 

株式会社イトーヨーカ堂(所在地：東京都千代田区、代表取締役社長： 山本 哲也、以下「当社」）は、

2022年 9月 1日（木）から約 3ヶ月間、公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン（所在地：

東京都世田谷区、理事長：池上 清子）が実施している「アフリカ 7カ国・食料危機緊急支援」のための

募金活動を実施いたします。 

「アフリカ 7 カ国・食料危機緊急支援プロジェクト」では、世界的な食料危機が迫るなか、特に飢餓が 

深刻なアフリカ 7カ国（ケニア、エチオピア、ソマリア、南スーダン、マリ、ブルキナファソ、ニジェー

ル）において、現地のニーズに即した支援活動を強化すると同時に、子どもの保護プログラムを拡大し、

危機下にある子ども、特に女の子を早すぎる結婚（児童婚）や虐待、搾取から守る取り組みを行います。 

2016 年より実施している公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパンを通じた海外子ども支援

は、今年で 7 年目を迎え、これまでの募金総額は、26,024,399 円となっています。コロナ禍における   

募金活動が困難な中、セブン&アイグループの店舗や通販サイト「オムニ 7」でお買い物やお食事をする

とマイルが貯まる非接触型サービスである「セブンマイルプログラム」を通じた WEB 募金も実施して  

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社では 2016 年 3 月より、国内の GMS（総合スーパー）として初めて国内全店舗のレジ横に募金箱

を設置し、年間を通じてお客様・従業員への募金を呼び掛ける活動を行っております※。（※セルフレジ

等、一部設置不可のレジを除く。）3 か月単位で様々な社会的課題の解決への一助になるテーマを決めて

実施しております。 

当社は、社会的課題の多様化に対応し、限られた分野に偏らず、様々な分野の課題解決に取り組んでお

ります。今後もお客様・従業員と共に事業活動を通じて社会的課題の解決を目指してまいります。 

以上 

 

                  『SDGs』の目標２、５に 

             貢献します。 
 

店内告知ポスター レジの募金箱 


